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I 緒言

さきに林試研究報告 101 号において，マカンパ， Z ズナラ，ヤチダモ，クロエゾマツ，アカエゾマツお

よびトドマツの北海道産 6 樹種につき， レゾノレ・ンノール樹脂接着剤を用いてそれぞれ挽板の接着試験を行

ない，通直集成材の製造およびその材質試験について結果が報告されている。この報告からも明らかなよ

うに， レゾノレ、ンノーノレ樹脂接着剤は木材接着剤として最高の性能を有し，これら 6 樹種のいずれについて

も満足すべき結果が得られているが，一方この接着剤は価格がきわめて高いので，集成材はじめ一般木工

用としてもなかなか使いこなせない実情にある。 したがって石炭酸樹脂や尿素樹脂あるし、はカゼインな

ど， レゾノレシノーノレ樹脂以外の接着剤についても， これと同様の試験を行ない，各樹種各接着剤について

それぞれ接着性能の程度と限界をはあくし，個々の用途に対し，樹種と接着剤とを適材適所的に使用する

ことが合理的な方法と考えられる。

かような見地から各樹種各接着剤の接着性能につき，より明確な資料をうることを目的として，これら

の 6 樹種につき上述の接着剤を用いて以下に示す試験を行なうこととした。

なお，この試験は林試研究報告 101 号の試験に付随して行なわれたもので，試験に際しご援助いただい

た小倉木材部長，堀岡材質改良科長はじめ同報告 101 号に記されている集成材研究班の各位に感謝の意を

表す。

E 試験方法

1.試験材料

(1) 挽板 使用せる挽板は北海道産のマカソパ (Betula Max抑制icziana REGEL)，ミズナラ (Quercus

.cripula BLUME)，ヤチダモ (Fraxinus mandshurica RAPRECHT)，クロエゾマツ (Picea jezoensis CARRふ

アカエゾマツ (Picea Glehnii MAST.) およびトドマツ (Abies sachalinensis FR. ScHMIDT)，以上 6 樹種

の挽板で，林試研究報告 101 号に示す挽板群のなかから選び出して使用した。したがって原木から製材，

乾燥，加工を経過する工程および接着前の挽板の寸法，加工精度，調整方法などはすべて間報告に示すも

のと同じである。これら挽板は含水率 11"""13% において，それぞれ比重を測定計算し，各樹種ごとに比

重により分類した。

(2) 接着剤

( i ) レゾノレジノーノレ樹脂接着剤:日本ライヒホーノレド化学工業(株)製プライオーフェン非 6000 お

(1) (2) 木材部材質改良科接着研究室員
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Tab!e 1. 石炭酸樹脂接着剤の性質

Properties of phen<i! resin for this test 

樹脂液
Resin 

硬化剤
Hardner 

外観
Appearance 

比重
Specific gravity 

粘度
Viscosity 

レジン}率
Resin content 

外観
Appearance 

比重
Specific gravity 

赤褐色透明粘樹液
Red-bro~ transparent 
viscid so!ution 

1.18 (20・C)

18-30 pois (25.C) 

75% 

黒色透明液
B!ack transparent 
so!ution 

1.12 (20・C)

よび同硬化剤非 6002 を使用した。この接

着剤については，林試研究報告 101 号，

130-133 頁に示しているので略す。

(ii) 石炭酸樹脂接着剤:石炭酸とフォ

ルマリンをアルカリ性で反応させて作られ

t.:.A 状態(レゾーノレ状〕の樹脂に酸性物質

を加えると常混に放置するだけで硬化す

る。この性質を利用して，常温硬化性石炭

酸樹脂接着剤を製造市販している会社は数

社あるが，ここではそれらのなかで名の知

れた製品の 1 つについて試験することに

し，その性質を Tab!e 1 に示した(後述するように，この形式の接着剤は，どの会社の製品を選んでも

挽板の接着に際してレゾノレ、ンノーノレ樹脂についてみられるような完全耐候性を期待できない現状であり，

屋外用途の挽板接着剤としては，まだ未完成品と考えられるので，この試験に使用した接着剤も，名称，

製造会社などを記さないことにした〕。

(iii) 尿素樹脂接着剤:東洋高圧工業(株〉製ユーロイド持 120 を使用した。この接着剤については林

試研究報告 130 号 115 頁に示してあるので略す。

(iv) カゼイン接着剤:内海化学工業(株〉から購入したカゼインを使用し苛性ソーダ，消石灰を適

宜配合し，また，防腐剤としてソジウムベγタクロロフェノーノレを添加することとした。

2. 試験体の調製

試験体は挽板 5 枚合わせの積層接着，仕上寸法は，厚さ 10cm， 幅 10 c肌長さ 20cm とし，接着条

件を次に示す。

(1) 接着剤の塗付量は，各樹種各接着剤について共通して 330gJm2， 両国塗付とする。

(2) 堆積時聞は各樹種各接着剤について共通とし， 10-40 分とする。

(3) 圧締圧力は各接着剤について共通とし， マカンバ・・・・ 17 kgfcm2, ミズナラおよびヤチダモ・・・

15 kgJc間九エゾマツおよびトドマツ・・・・ 7 kgfcm' とする。

(4) 硬化条件は各樹種について共通とし，

レゾノレ、ンノーノレ樹脂接着剤および石炭酸樹脂接着剤の場合・・・・中間温硬化工程をとり， 温度 60・C，

関係湿度 70-80% の室内にて 3 時間加熱後 16-24 時開放冷してからクランプを解く。

尿素樹脂接着剤の場合・・・・中間温硬化工程をとり，温度 40.C，関係湿度 65-75% の室内にて 4.5 時

間加熱後 16-24 時間放冷してからクランプを解く。

カゼイソ接着剤の場合・・・・常温硬化工程をとり，温度 25.C，関係湿度 65-75% の室内に 16-24 時

間放置後にクランプを解く。

(5) 挽板含水率は 11-13% とする。

なお，試験項目ごとに挽板のとりかた，組み合わせかた，接着操作および使用せる機械器具などは林試

研究報告 130 号 116 頁に示すものと同じである。

3. 接着性能試験
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各試験体から，それぞれ階段状プロック明断試験片および促進試験片を切りとり，次の試験を行なった。

(1) 初期接着性試験: ASTM D 805-52 によるプロック勇断試験を行なった。詳細は林試研究報告

101 号， 137 頁に示しであるので略す。

(2) 耐久接着性試験: ASTM D 1101-53 による外装用集成材の促進試験を， レゾノレ、ンノーノレ樹脂接

着剤および石炭酸樹脂接着剤により接着された各樹種の試験体について行なった。同試験法の詳細は林試

研究報告 101 号， 138 頁に示してあるので略す。

皿試験結果

1. レゾルシノール樹脂接着剤l二よる試験

林試研究報告 101 号において，前述せる 6 樹種の挽板を使用して，長さ 280-290cm， 断面 10 cm x 10 

cm の通直集成材を製造した場合の接着試験の結果が報告されているが， ここでは，同接着剤を前述の 3

種類の接着剤と比較するために，挽板条件，試験の規模および精度などを他の接着剤lの場合主同じにして

接着試験を行なし、，結果を Table 2 に示したェ

2. 石炭酸樹脂接着剤による試験

次に示す配合により接着剤を調製し，それぞれ接着試験を行なって結果を Table 3 に示した。

樹脂液 100 部

植物性粉末フイラー 5 部

3. 尿素樹脂接着剤による試験

メタノーノレ

硬化剤

15 部

10 部

林試研究報告 130 号において，ユーロイド事 120 および同葬 16 について，エゾマツ挽板を使用した場

Table 2. レゾノレシノーノレ樹脂による挽板接着試験の結果

Gluing properties of laminated wood glued with resorcinol resin 

-------- 挽板樹種 |→占リ.~ I ミズナラ|ヤチダモ lタロエゾマツ|アカエゾマツ|トドマツ
~W∞d 叩町ies IMAKﾁﾉﾀ I 阻~~- !~~!!.I- \~~l\l!~9.:"TL~~~~i':・ I TOOO-

、~ー一ー一一一一一一一im.n.n..n.J..>.n. I NARA i DAMO iEZOMA TSUiEZOMATSUI MATSU 

使用せる挽板の比重(枚数) 1" 1':0 I ^ ",,11"\ 1':1"¥ I 1"¥ 1'¥.11" 1:'1:", ^ I"¥LI t"¥ AA  1 t"¥ r¥') I ̂ AC  I 1"1 f"¥A I Srec'iftc -I!~~it~~~fla';;;'ì~~ 10. 6~土 0.0310.60 :1: 0.0410.55土 0.06! 0.40 土 0.03 1 0.45 土 9. 04 10 . 49土 0.05
fbr 出;t田川前ぷ~~)"" I (15) I (15) ! (15) (15) I (15) I (15) 

I S3arLPh|168土 181 121 土 141 107 土 14 ! 78::1::9 I 7臼o I 73 土 12
(kgfc閉2) I I 

木部破断率 (%) 1 87 95 99 I 100 100 I 98 
Wood failure 1 (15-100)1 (70"""100)~ (95-100)1 (95-100) I (95"""1∞) ! (80-100) 勢断 •• ~~- ~-~............. 1 , 'V -.VV/: VV  -, vv/I 

試験 ~ ..... ~ / n/'¥ I I I I |率(%) 1 , 1 n _j_1"¥ 1::1 1""} I"'¥_LI"¥ 1::1 '" A _j_r¥ t:1 1"'"l "7_j_1"¥ A I 1'1 ()_j_1"¥ 1: 1 '?t K:I....h~':..: .... ::..,..::.-:v / 11.9土 0.51 12.0土 0.51 12.4土 0.51 12.7 土 0.4 1 12.9土0.5 1 13.9 土 0.8
Block I ÅUV日"'U.L~ \....V.L.L時u. 1 1 

お~ 1 き験時温度代)1 D 1 25 1 - I 26 28 28 一
出出品|副 21 1 23 --1 --24--' 三4

測定個数 1 '"' I '"' 1 '"' I '"' I '"' ! 24 24 24 24 24 24 Nomber of testing 1 L'% L'% L'% L'% 

剥離|剥離率(鈎 1 0.8 1 0 ・ 5 0 1 19.4 ! 8.5 2.5 
試験 I Perc巴nt. of delam. ! (0...，..2.5) 王0.3"""0.9)1 (0-0) , (9.9-32.0)1 (4.9"""13.0)i(I.4"""3.3) 

Delami-I------------7 
nation I 測定個数| 弓 ! η | η | 
test 1 Number of t疋sting I � � I � 

3 3 3 
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Table 3. 石炭酸樹脂による挽板接着試験の結果

Gluing properties of laminated w∞d glued with phenol resin 

~挽板樹種マカンパ|ミズナラ|ヤチダモ|クロエゾマツlアカエゾマツ!トドマツ
W ood species 1l¥A '̂ ~ ~ ,; ~ 1 MIZU・ 1 YACHI-1 KURO・ 1 AKA- 1 TODO-
下一ーー一一一一一|山品比品~=1 NARA 1 DAMO IEZOMATSUIEZOMATSUI MATSU 

使用主る挽板竺ヰ重(枚数) 10.68 土0 ・ 0310.60土 0.0610.54土 0.0710.ω土 0.03 1 0 ・ 45士0.04 10.39土0.05
fCLZEA附(NU帥er〕し 1 (15) 1 (15) 1 (15) 1 (15) 1 (15) 1 (15) 

勇断力 i I I I 
品卸勺読ん 1 15日71 116土 131 103 土 131 61 土 8 1 日 12 1 町 12

木部破断率 (%) 1 98 1 93 88 1 100 1 100 100 
i 閃 1 (85"-'100)1 (70"-'100)1 (60"-'100)1 (90"-'100) 1 (95"-'100) 1 (80"-'100) 勢断.. ----------- 1 1 ,. - '--/1 ,-- '--/1 ,,- ._-/ 1 ,,- ._-/ 1 

試験 1 l\A~~..?~芝(紛 112 ・ 0土0 ・31ω土0 ・ 7112.4土0 ・ 51 13 ・ 0 :1: 0 ・ 41 12.5土日 |ω土M
Block 1 岬山山山J.'-' ""'....，....1ル... 1 1 1 1 1 

SL2r| き験時温度よ'C)I D1 25 1 3o I 30 1 30 1 28 1 27 

umaみぬ 1 W 1 21 1 24 I 24 1 23 25 1 22 

測定個数| 引 | 引 | 引 | 引 I ~， I 引
Nomber of t疋sting I 日|日|日|日|日|日

剥離 l 景IJ 離率必)|(5;liL|(2i9ニ |(2i7之 IhO ~:・~c: o， I(~" ~~・ 1 |(457 
I Percent. of delam. 1 よ6.3〕 |i5 ・2) 1 '....57 ・ 6) 1 (78.3"-'85 ・ 8)1(60.0"-'79.3)1 札 8)

Delami-I ----/ ----/, -. --/ 

nation 1 測定偶数 1 ~ ~ 1 ~ ~ 1 ~ 1 。
test 1 Nomber of testing 1 U U 1 U U U 1υ 

Table 4. 尿素樹脂による挽板接着試験の結果

Gluing properties of laminated wood glued with urea resin 

\\旦塑~I心214| 庇|臨時刻誠司法瓦
使用?る挽板の比重(枚数) 10.68土 0.0310.60土 0.0610.54土0 ・ 0710 ・ 40土O.ω1 0.45土 0.04 10.39土 O.田ificgravity of laminae Iv.u~~~.vvlv.u~土、 IVO";; 九、 |f，亡、 V..(~~.V J. I~HV(; に1
for this test (Number) いdノ | いdノ | いり | い υノ | いuノ | い υノ

勢断力 I I I 1 
Shear strength 169土 15 I 137 土22 I 116土 15 I 80土 8 77土 11 I 74土 10

(k宮fcm2) 1 1 

木部破断率 (%)1 86 97 199  1001 1001 100 
勢断 I~ood failure 1 (5"-'100) 1 (90"-'1叫 (85"-'10の 1 (100"-'100) 1 (100"-'100) 1(100,,-,100) 

試験|含水率(刻 111 ・ 9土 0 ・ 3111 ・ 5 土0 ・ 61 1 1. 9土0 ・ 51 1μ土日|山土0.4112.9 :1: 0.3Block 1 M:oisture cont印t 1....... 7 ....L.. v. ...,1 J.l.V....LV.Vr l.l. .7....Lv......1 l~. -r....L.. V.v I J.Lo O.L...L,. VO .1'j 

S22r l 明時温庄 内)1 D16  I 16 I 14 I 21 I 21 I 

J25忠良川 13 13 11 16 I 16 1 16 

測定個数| 引 | 引 | 引 | 引 l 勺 A 1 引
Number of t疋sting :日|日|日|日 |ι! 日

合の詳細な試験結果が報告されているが，ここではユーロイド事 120 樹脂液 100 部に NH，Cl I0μ 水溶

液 10 部を加えて接着剤を調製し，それぞれ接着試験を行ない，結果を Table 4 に示した。

4. カゼイン接着剤による試験

カゼイン接着剤は常温以下の温度条件下においても完全に硬化し，可使時間，堆積時間あるいは挽板条

件など，長着に関与する条件範囲を広くとりうることが長所とされ，高度の耐水性を必要としない用途に
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T冶ble 5. カゼインによる挽板接着試験の結果

Gluing properties of laminated wood gl田:d with casein 

ー------- 挽板樹種|→占リ・|ミズナラ|ヤチダモ I? ロエゾマツ|アカエゾマツ|トドマツ
________ W∞d species I".;^~;";~ I MIZU- I YACHI-I KURO・ I AKA・ I TODOｭ

『~一一一一← 1 ..L't'Å~lo...c:1.J.J.L込 1 NARA 1 DAMO lEZOMA TSU1EZOMATSUl MATSU 

竺宇せそ挽板竺比重(枚数? 10 ・ 68土 0.0310.59土 0.0610.54土 0.071 O.ω土 0.021 0.45土 0.04 10.40土 0.03S出:cific gravitv oflaminae I ヲ~'::: .u<.Jlv• oJ~;l:~' vUI ム戸、 I V. -r,; ::.':::..VL.. v. ""l; ';!~~.v""r IV' ''"i:~:戸、

for this t冶st (Number) I い dノ|いdノ|いdノ|い-.J.) J ¥.1.'-".) J \.1..)ノ

Sh努ear 断str(ehng力g/ctmhり 1 157土21 1 133土 181 115 土 14 1 84土8 82土 B 79土 8

勢試験断
SF庇eベ 44187192199199i92(0-100) 1 (15-100)1 (45-100)1 (75-100) 1 (99-100) 1 (40-100) 

品sふ志凶…イーBlock 
shear 
test 

試験時温度 (.C) 6 12 8 10 11 20 
Temp. at the 
time of testing 8 17 3 9 6 6 

Nu測mbe定r of 個test数fng I 24 24 24 24 24 24 

対しては，尿素樹脂とともに広く用いられているが，

蛋白系の接着剤であるために使用中に菌類におかされ

る欠点があるので，防腐性を賦与する目的でカゼイン 水 190//

にベンタタロロフヱノーノレを添加して使用することが

行なわれている。この試験においても，ベYタタロロ 水 60//

フェノーノレを添加して接着剤を配合し，接着試験を行 !消石灰 20// 

なって結果を Table 5 に示した。 水 40//

町 試験結果の考察

1.初期接着性

各樹種各接着剤の初期接着性の比較に便利なように Table 2-5 に示す勢断力および木部破断率の各平

均値をそれぞれ Table 6 にまとめた。この表を観察すると，初期接着性について得られた数値は，尿素

樹脂接着剤の場合が比較的標準の値を示しているように考えられるので，各樹種について，尿素樹脂接着

剤lにより得られた勢断力および木部破断率の値をそれぞれ 100 とし，他の接着剤の場合との比率を求め，

これらを Table 7 および Table 8 に示したc これら Table 7-8 から次の観察を行なった。

(1) レゾノレシノーノレ樹脂接着剤および尿素樹脂接着剤においては，すべての樹種について勢断力値お

よび木部破断率値ともに満足すべき結果が得られている。

(2) 石炭酸樹脂接着剤において，木部破断率値はヤチダモの 88% を最低として，いずれも十分な値

を示しているが，勇断力値は各樹種ともに低く，この傾向は針葉樹においていちじるしい。これは樹脂液

に添加する強酸性硬化剤により木質部がおかされて. Fc主主Fv>Fw (林試研究報告 89 号. 5 頁参照)の

傾向が現われているものと考えられる。

(3) カゼイ γ接着剤は，広葉樹の場合に木部破断率値，勢断力値ともにやや小さいが，針葉樹におい
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Table 6. 各樹種各接着剤の勢断力値および木部破断率値

Block shear strength values and wood failure ones about each wood species 

and each adhesive 

\、 挽板樹種 1 _ ，~ " ,,' 1 _ _. ~ ~ 1 ャチダモ 111 ロエゾマッ|アカエゾマッ|Wood 1 マカソハ | きズナラ I ，~ : ~T;- 1;.." ';F-;;~"'" -' 1" /./;:;~ A ' -' I 
、 | μ | ノノ 1 YACHI- 1 KURO- 1 AKA- 1 

接i剤取ciesl MAKABA IMIZUNARA 1 ~DÃMO IEZOMATSulEZOMATSul Adhesive -----_______ J I .&J~J.y.'"'.J I J...:.i'LJ'-'U~~"" \J '-"I .a.;.，LJ"_'J.Y.l.LI. ""~""'1 

レゾノレγ ノーノレ樹脂 168 121 I 107 I 78 I 76 I 
Reωrcinol resin I (87) I (95) I (99) I (100) I (100) I 

石炭酸樹脂 154 I 116 103 61 I 57 
Phenol resin (98) (93) (88) (100) (100) 

尿素樹脂 I 169 I 137 I 116 I 80 77 I 
Urea resin I (86) I (97) (99) I (100) (100) I 

カゼイ γ157 I 133 I 115 84 I 82 I 
Casein (44) 1 (87) (92) (99) I (99) 1 

注 Note: 1. 契断力単位 (kgJcm2) Block shear strength 

2. ()内は木部破断率(%) Wood faiJure 

Table 7. 接着剤聞の勇断力値の比率(尿素樹脂を 100 とする〉

Block shear strength ratio between adhesives (Urea resin: 100) 
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ヤチダモ
YACHIｭ
DAMO 同誌;|;手伝:1

1100  I 100 I 

198  I 99 I 

1105  I 106 I 

I 76 I 74 I 

トドマツ
TOOOｭ
MATSU 

100 

99 

107 

80 

100 

92 

99 

89 

Table 8. 接着剤問の木部破断率値の比率(尿素樹脂を 100 とする)

Wood failure ratio between adhesives (Urea resin: 100) 

~. 挽板損種- I 
Wood 1 マカンノミ

接滑剤 、\、句eciesl MAKABA 
Ahesives -.-_____1 

尿素樹脂 I ,('\(\ 
Urea resin 1 • vv  

レゾルシノール樹脂 I 0。
R~esorcinol resin 77  

カゼイン c.
Casein 1 ~. 

石炭酸樹脂 I '" 
Phenol resin 1 日

トドマツ
TODOｭ
MATSU 

100 

98 

92 

100 

ヤチダモ
YACHIｭ
DAMO 

100 100 100 

てはレゾノレジノーノレ樹脂接着剤あるいは尿素樹脂接着剤に遜色のない値を示している。これはカゼイン接

着剤により形成される接着層が，針葉樹においては Fc>Fv詮Frv (向上〉であるが，広葉樹においては

l∞ 100 100 

93 99 99 

89 100 100 
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Fw~三Fv>Fc の傾向が現われるためと考えられる。 したがって高度の耐水性を必要としない場合，カゼ

イ γ接着剤は針葉樹挽板の接着についてすぐれた性能を期待しうる。

2. 耐久接着性

耐久接着性は外装形式のレゾノレシノーノレ樹脂接着剤および石炭酸樹脂接着剤の両者についてのみ試験し

たが， Table 2 および Table 3 の結果を要約して Table 9 とした。同表を観察すると， レゾノレシノ­

Jレ樹脂接着剤についてはほぼ満足すべき結果が得られているが，広葉樹に比して針葉樹の方がむしろ大き

な剥離率値を示し，林試研究報告 101 号における結果と同じ傾向が認められた。石炭酸樹脂接着剤の剥離

率値は 37.9 (ヤチダモ)"'82.0% (クロエゾマツ)におよび，いずれも満足すべき値を示していない。こ

の傾向は常温ないし中間温硬化の石炭酸樹脂接着剤として現在市販されているどのメーカーのどの製品に

ついても共通するところで，これらはたとえば Table 10 においても明らかにされている。要するに，

この種形式の石炭酸樹脂接着剤は，外装用集成材の接着剤として，その耐久接着性に難点が認められるの

で，樹脂液，硬化剤，充撲剤などの改良あるいは接着工程技術，特に接着硬化方式と条件の究明などが，

この接着剤について残された研究課題と考えられるが，同時にレゾノレシノール樹脂接着剤の価格を，一般

集成材に使用しうる程度の経済レベルまで引き下げるために，石炭酸一一レゾルシノーノレ共縮合樹脂に関

する研究を進めることも必要と考えられる。

Table 9. レゾルシノーノレ樹脂および石炭酸樹脂における剥離率

Delamination values of laminated wood glued with resorcinol resin a:nd phenol resin 

¥ 醐問…| ミズナヲ 望吉国主;険料品誌接着剤~~__ speci偲 MAKABA 阻ZUNARA
Adhesives ~~_ 

山シノー
0.8 0.5 。 19.4 8.5 2.5 Resorcinol resin 

Phenol resin 61.7 39.6 37 ,9 82.0 71.1 45.7 

注 Note: 剥離率単位(%) percentage of delamination 

Table 10. 3 種類の石炭酸樹脂接着剤を使用せるミズナラ挽板接着試験の結果

Result of gluing test on :rv日ZUNARA laminated w∞d glued with 3 kinds of phenol resin 

A B C 

挽板樹種 Wood species ミズナラ MIZUNARA I 。 // 

挽板の比重 Specific gravity山minae 0.66土0.05 0.66土 0.06

挽板の木目 Grain of Laminae 板目 Flat grain 。 H 

接着硬化条件 Curing condition I Int~中rmed問iate視tem硬p， s化etting | | // // 

剥離試験 1 Pe剥R四離t. of 率dd(a9皿6).|l 
65 81 82 

(40'"ヲ5) (69"'91) (40"'100) 

民laminatim|
test I N測umb定er 個数of testing 5 5 5 
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V 摘要

北海道産主要樹種として，マカンパ， きズナラ，ヤチダモ，クロエゾマツ，アカエゾマツおよびトドマ

ツを選び，接着剤にレゾノレ、ンノーノレ系， 石炭酸系， 尿素系およびカゼイン系の各形式の接着剤を使用し

て， それぞれ集成材を調製し， その接着性能を試験して各樹種各接着剤について接着性能の程度と限界

をはあくし， 集成材個々の用途に対し樹種と接着剤とを選定することを目的としてこの研究を行ない，

Table 1'"'-'10 に示す結果をえた。これらの結果から次のことが明らかにされた。

(1) レゾノレ、ンノーノレ樹脂接着剤および尿素樹脂接着剤においては，すべての樹種について満足すべき

結果がえられている。

(2) 石炭酸樹脂接着剤lにおいて，木部破断率はヤチダモの 88~￥を最低として，いずれも満足すべき

値を示しているが，勇断力値は各樹種ともに低しこの傾向は針葉樹においていちじるしい。

(3) カゼイン接着剤は，広葉樹の場合に木部破断率値，勢断力値ともにやや小さいが，針葉樹におい

てはレゾノレ、ンノーノレ樹脂接着剤あるいは尿素樹脂接着剤に比して遜色のない値を示している。

(4) レゾノレシノーノレ樹脂接着剤についてはほぼ満足すべき耐久接着性能が認められたが，石炭酸樹脂

接着剤では耐久接着性能の点で不満足な結果しかえられなかった。
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Studies on Laminated Wood (IV) 

Gluing-faculties of laminated wood made of typical wood sflecies in 

Hokkaido reg'ion 

Minosaku SUGANO and Minoru NISHIHARA 

(R駸um�) 

In order to investigate gluing faculties of laminated wood made of typical wood species 

in Hokkaido region, the following species and adhesives were used. 
Wood species for this test... .MAKABA (Betula Maximowicziana REGEL) , MIZUNARA 

(Quercus cripula BLUME) , YACHIDAMO (Fraxinus 慨andshurica RAPRECHT) , KUROEZOMATSU 

(Picea jezoensis CARRふ AKAEZOMATSU (Picea Glehnii MAST) and TODOMATSU (Abies 

sachali加nsis FR. SCHMIDT) 

Adhesives for this test ・・・・ Resorcinol resin, Phenol resin, Urea resin and Casein. 
Summarized results of this test are as follows: 

1. The results of initial gluing faculty test are shown in Table 2'"'-'Table 8. 

(1) A good glue bond was obtained at the time of gluing with resorcinol resin and 

urea reSlll. 

( 2 ) When phenol resin was used, it was found that wood fai1ure was good, but shear 
strength was not satisfactory. 

( 3 ) When hard wood was glued with casein, w∞d failure as well as shear strength 

was not satisfactory, but at the time of gluing soft w<∞d， a good glue bond was obtained. 

2. The results of durability test are shown in Table 9. A good result was obtained 

when resorcinol resin was used, but durability was very poor when phenol resin was used. 


